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令和元年度 研修部の事業報告

１ 研修部事業の概要

（１）研究所の本年度の努力目標

「『生きる力』をはぐくむ、児童生徒活動の振興と教職員研修の充実」

（２）研修の２つの柱

ア 各部会研修………上天草、苓北、天草（３部会）

イ 各部門別研修……国語、書写、社会・・・栄養（２２部門）

（３）調査委員会の事業

ア 教育研究所「所報」の発行

イ 教育研究所ホームページの更新と管理

２ 部会研修

天草部会と苓北部会では、部会研修を実施せず、中学校区別に小中連携を中心とした研修が

行われた。上天草部会においては、学年部や教科毎等の部会研修が実施された。

それぞれの地域の実態に応じた研修体制で研修が計画され、教職員の資質向上に結びつく有

意義な研修が実施された。

３ 部門別研修

全２２部門で研究発表会や研修会、実技講習会等が実施された。各部門とも、専門性の向上

を目指し、充実した研究発表会や研修会、講習会が行われた。今年度は、天草での県大会は実

施されなかった。部門別研修の実施方法が見直されて６年目を迎え、所属部門の研究発表会や

研修会には原則出席することや欠席の場合には連絡をすること、研究委員会や研修会の回数、

研修会や講習会等の案内の様式について、ほぼ定着してきている。また、英語部門に小学校か

ら副会長を置くことや必要に応じて運営費の増額を検討することができた。

４ 調査委員会

天草教育研究所の所報を７月と２月に発行した。７月は、初任の先生方や学校の紹介、各部

門の研修会や研究発表会の概要等をお知らせした。２月は、新採１年を経ての感想や各部門及

び研究所各部の事業報告を紹介した。

原稿執筆に協力していただいた学校や先生方にお礼申し上げたい。

天草教育研究所のホームページは、熊本県教育情報システム 学校 CMS にて作成し、運用

を開始している。（ＵＲＬ http://ws.higo.ed.jp/amakyo/ ）
研究所ホームページの効果的活用のために、以下のことを周知したい。

〇 各部門で蓄積された教材や教具、指導案等の財産を共有できるようなコーナーを作成す

るなど、工夫していきたい。

〇 部門の研究発表会（研究大会）の案内は、研究所のＨＰに掲載することができるので、

特に、県大会等広く案内する場合は積極的に活用してほしい。
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【年間活動内容】

期 日 場 所 活 動 内 容

第１回 ５月１５日（水） 教育会館 ・本年度の事業計画立案・「教育の概要」内容検討

・「所報１４８号」の発行計画と原稿依頼、発送

第２回 ６月２０日（木） 教育会館 ・「所報１４８号」の編集作業

・紙面の確認と印刷依頼（中野印刷）

７月 ９日（火） 郡市校長会議にて「所報１４８号」配付

第３回 ７月３０日（火） 教育会館 ・「教育の概要」のデータ整理

・ＨＰへのアップ作業 等

第４回 １２月 ５日（木） 教育会館 ・「所報１４９号」の発行計画

・内容検討と原稿依頼、発送

第５回 １月１７日（金） 教育会館 ・「所報１４９号」の編集作業校正

・紙面の確認と印刷依頼（中野印刷）

２月１０日（月） 郡市校長会議にて「所報１４９号」配付

第６回 ２月２０日（木） 本渡東小 ・「各部事業報告」の確認、ＨＰアップ作業

・年間事業反省

５ 各部門の所属人数

＊人数には、部門の会長・副会長・研究委員を含む。(Ｒ１．６月の数)

No 部門名 小学校 中学校 計 備 考

1 国 語 46 26 72
2 書 写 3 3 6 会長、副会長、研究委員のみ

3 社 会 20 26 46
4 算数・数学 52 37 89
5 理 科 31 26 57
6 生活・総合 22 2 24
7 音 楽 15 21 36
8 図工・美術 18 7 25
9 家 庭 12 0 12 小学校のみ

10 技術・家庭 0 15 15 中学校のみ

11 体 育 21 26 47
12 英 語 19 36 55
13 道 徳 33 4 37
14 特活・進路 6 6 12
15 特別支援教育 84 34 118
16 教育事務 32 23 55
17 養 護 33 20 53
18 生徒指導 3 3 6 会長、副会長、研究委員のみ

19 図書館教育 6 4 10
20 情報教育 7 3 10
21 へき地・小規模校 4 0 4 会長、副会長、研究委員のみ

22 栄 養 13 5 18
計 480 327 807


